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＜育成を目指す資質・能力＞ 
※別紙「情報活用能力育成のための年間指導計画」に記載 

 

＜関連する各教科等の力＞ 

国語科 社会科 数学科 理科 

第１学年 

○原因と結果、意見と根

拠など情報と情報と

の関係について理解

することができる。 

○比較や分類、関係付け

などの情報の整理の

仕方、引用の仕方や出

典等の示し方につい

て理解を深め、それら

を使うことができる。 

第２学年 

○意見と根拠、具体と抽

象など情報と情報の

関係について理解す

ることができる。 

○情報と情報との関係

の様々な表し方を理

解し使うことができ

る。 

第３学年 

○具体と抽象など情報

と情報との関係につ

いて理解を深めるこ

とができる。 

○情報の信頼性の確か

め方を理解し使うこ

とができる。 

○手段を考えて課題の

解決に向けて必要な

社会的事象に関する

情報を収集すること

ができる。 

○収集した情報を現代

社会の見方・考え方を

働かせて読み取るこ

とができる。 

○読み取った情報を課

題の解決に向けてま

とめることができる。 

○データの分布に着目し

その傾向を読み取り批

判的に考察して判断す

ることができる。 

○複数の集団のデータの

分布に着目し、その傾

向を比較して読み取り

批判的に考察して判断

することができる。 

○標本と母集団の関係に

着目し、母集団の傾向

を推定し判断したり、

調査の方法や結果を批

判的に考察したりする

ことができる。 

○自然事象を観察し、必

要な情報を抽出・整理

することができる。 

○抽出・整理した情報に

ついて、それらの関係

性（共通点や相違点な

ど）や傾向を見いだす

ことができる。 

○情報収集して仮説の

妥当性を検討したり、

考察したりすること

ができる。 

音楽科 美術科 保健体育科 技術・家庭科 外国語科（英語） 総合的な学習の時間 

○創作表現に関わる知

識や技能を得たり生

かしたりしながら、創

作表現を創意工夫す

ることができる。 

○創意工夫を生かした

表現で旋律や音楽を

つくるために必要な、

課題や条件に沿った

音の選択や組合せな

どの技能を身に付け

ることができる。  

○自己や他者の著作物

及びそれらの著作者

の創造性を尊重する

態度を形成し、音楽に

関する知的財産権に

ついて理解すること

ができる。 

○対象や事象を捉える

造形的な視点につい

て理解するとともに、

表現方法を創意工夫

し、創造的に表すこと

ができる。 

○造形的なよさや美し

さ、表現の意図と工

夫、美術の働きなどに

ついて考え、主題を生

み出し豊かに発想し

構想を練ったり、美術

や美術文化に対する

見方や感じ方を深め

たりすることができ

る。 

○創造することの価値

を捉え、自己や他者の

作品などに表れてい

る創造性を尊重する

態度を形成し、美術に

関する知的財産権に

ついて理解すること

ができる。 

○健康は、主体と環境の

相互作用の下に成り

立っていることや、疾

病は、主体の要因と環

境の要因が関わり合

って発生することを

理解することができ

る。 

○健康の保持増進には、

年齢、生活環境等に応

じた運動、食事、休養

及び睡眠の調和のと

れた生活を続ける必

要があることを理解

することができる。 

○健康な生活と疾病の

予防について、課題を

発見し、その解決に向

けて思考し判断する

とともに、それらを表

現することができる。 

○知的財産を創造、保護

及び活用しようとす

る態度、技術に関わる

倫理観、並びに他者と

協働して粘り強く物

事を前に進める態度

を身に付けることが

できる。 

○情報の表現、記録、計

算、通信の特性等の原

理・法則と、情報のデ

ジタル化や処理の自

動化、システム化、情

報セキュリティ等に

関わる基礎的な技術

の仕組み及び情報モ

ラルの必要性につい

て理解することがで

きる。 

○売買契約の仕組み、消

費者被害の背景とそ

の対応について理解

し、物資・サービスの

選択に必要な情報の

収集・整理が適切にで

きる。 

○コミュニケーションを

行う目的や場面、状況

などに応じて、日常的

な話題や社会的な話題

について、外国語で簡

単な情報や考えなどを

理解したり、これらを

活用して表現したり伝

え合ったりすることが

できる。 

○外国語の背景にある文

化に対する理解を深

め、聞き手、読み手、話

し手、書き手に配慮し

ながら、主体的に外国

語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとす

る態度を身に付けるこ

とができる。 

○実社会や実生活の中

から問いを見いだし、

自分で課題を立て、情

報を集め、整理・分析

して、まとめ・表現す

ることができる。 

○探求的な学習の過程

において、比較・分類・

関連付けるなどの考

えるための技法を活

用することができる。

また、その際、情報や

情報手段を主体的に

選択し活用すること

ができる。 

特別活動 

○集団や自己の生活、人

間関係の課題を見い

だし、解決するために

話し合い、合意形成を

図ったり、意思決定し

たりすることができ

る。 

 

 

＜道徳教育及び道徳科との関連＞ 

 

 

 

＜関係機関等との連携＞ 

＜生徒・地域の実態＞ 

・素直で明るく落ち着いている。 

・考えをまとめたり、表現したり 

することに課題がある。 

・地域は、学校に対する思い入れ

が強く、協力を惜しまない。 

 

＜学校の教育目標＞ 
自ら学び、夢の実現に努力を重ね、 
たくましく前進する生徒の育成 

＜目指す学校像＞ 

・生徒が通いたいと思い、保護者 
が通わせたいと思う信頼され 

た学校 
・教育活動が充実し、生徒の学力
と体力並びに豊かな心を鍛え

ほめる学校 
・地域と共にある、開かれた学校 

＜情報教育の目標＞ 

・ 生徒が情報を主体的に捉えながら、何が重要かを

主体的に考え、見いだした情報を他者と協働し、

新たな価値の創造に挑んでいけるようにする。 

・ 身に付けた情報活用能力を発揮することにより、

各教科等における主体的・対話的で深い学びへつ

なげることができるようにする。 

・ 情報技術を、生徒が手段として学習や日常生活に

活用できるようにする。 

 

・道徳的価値が大切なことなどを理解し、様々な状況下において人間としてどのように対処することが望まれるか判断する力（道徳的判断力） 

・人間としてのよりよい生き方や善を指向する感情（道徳的心情） 

・道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道徳的価値を実現しようとする意志の働き（道徳的実践意欲） 

・道徳的な判断力や道徳的心情、道徳的実践意欲に裏付けられた具体的な道徳的な行為への身構え（道徳的態度） ・情報モラルについての学習 

ICT 支援員 地元企業・大学等 NPO 法人 学習ボランティア 


